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イチゴのウイルスフリー株利用による生産安定化に関する研究

第1報　産地を異にしたダナーのウイルス病感染と生産力

長　　修・大和田常晴

Ⅰ　緒　　言
　栃木県に沿けるダナーの栽培は1956年に
　　15）
始まり，その後順調に増加し，現在約1，300

haに達し，全国的にも主産県の位置を占めてい

る。しかし，数年前から草勢の低下，ランナー

発生の減少，収量の減少など，県全体として生

産力の低下が指適されるようになつてきた。

　これらの原因については，一般的な栽培技術

に起因するものも認められるが，それだけでは

十分説明しえない生育障害を含んでいるようで

ある・このようなイチゴの生育障害についてわ
　　　　　　　　　　　4，
が国では，1959年川口らによつて報告され
　　　　　　　　　10）
たが，1966年高井はウイルス病による公算

が大きいことを指適した。

　イチゴのウイルス病については，主としてア

メリカ揖びイギリスでは古くから研究が行わ

れて蔚り，それらの結果は浅見，西によつて紹
　　　　　　　　　　1）
介され，わが国でも阿部らによつて，大部分の

品種がウイルス病に汚染されていることが報告

されている。しかし，イチゴのウイルス病は，

栽培品種の明確な病徴が現われない場合が多く，

またその検定方法が複雑なことや生産力との関

係が不明であつたため，あまり関心が払われて
　　　　　　　　　　　　　　　11，12，13）
いなかつた。しかし，1968年以降高井によ

る本病に関する研究が進むにつれて，その重要

性が明らかになり，また，イチゴ生産の著しい

増加にともなつて，各地で次第に重視されるに

いたつたo

　そこで，筆者らはウイルスフリー株の栽培技

術の確立の必要性を認め，1971年に県内主

要産地の苗を収集し1971～1972年の2
か年にわたり，ウイルス病感染程度と生産力の

関係を作型を変えて検討した。

　その結果，県内で栽培されているダナーのほ

とんどが2～5種類のウイルス病に感染し，生

育・収量に大きな影響を与えていることが明ら

かになつたので，ここに報告する，）

　試験の実施にあたり，野菜試験場盛岡支場高

井隆次技官から指標植物の提供や検定方法につ

いてのご指導を得，試験の遂行むよび本稿のと

りまとめにあたつては，加藤昭佐野分場長から

適切な助言と指導をいただいた。ここに厚ぐ謝

意を表する。

　Ⅱ　試　験　方　法

　1971年は，芳賀郡二宮町ほか27産地で

栽培されているダナーの親株を5月中旬～6月

上旬に収集し，これらの株から発生した本葉3

～4枚の子苗を8月24日に採苗し供試した。

ウイルスの検定には1産地約10株を用い，1

月12日に保温した。検定は指標植物（12月

15日保温）にE　M　C（一部U　C－1，バージ

ニアナを併用）を用い，2月下旬～4月中旬に

ダナーの葉を1株2～3枚採取し，指標植物に
　　　　　　　　9）接いだ（小葉接法）。その後，指標植物に寿け

る発病の程度や症状を観察し，ウイルスの感染
　　　　　　　　9）
程度や種類を判定した。なむ，汚染度の判定は

1種のウイルス病に感染しているものを軽，2

種感染を中，5種感染を重としたが，同一産地

でも株間で感染度が異なつている場合には，感

染している株の80％以上が同一感染度である

ものに対しては，それを代表とした。

　生産力の調査は1971年に収集したすべて

の産地の株を供試し，1区14株，5区制で10

月12日に50×50㎝の2条に露地に定植し
た。施肥量は三要素とも成分量でa当り2．O　Kg
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で，5月14日にマルチを行い，その他の管理　　　材で保温した。調査は開花株率と収量について

は慣行に準じた。調査は開花株率，収量沿よび　　　は全株，生育は1区5株につき行なつた。

ランナーの発生については全株，生育について　　　収量については1971年は59以上，1972

は1区5株で行なつた。1972年は1971　　年は69以上の正常沿よび販売可能な奇形果を

年に供試した27点中，ウィルス感染程度が異　　上物とし，その他はすべてくず果とした。なむ

なると思われた宇都宮，真岡Bおよび鹿沼の株　　調査は1971年は6月5日，1972年は5

を用い，株冷蔵栽培で検討した。親株の定植は　　　月10日で打切つた。

6月5日，採苗は8月25日に行い，10月6

日に移植した・冷蔵処理（0℃）は11月15　皿：試験結果
．日入庫，12月15日に出庫し，施肥量は三要　　　　1．各産地のウイルス病感染状況

素とも成分量でa当りα8Kgとした。規模は1　　　収集した各産地株のウイルス病感染状況は第

区20株，5区制で，50×28㎝の4条植え　　1表のと診りで，ウイルス病は検定した株のほ

とし，出庫後直ちにハウス内に定植した・地中　　　とんど（97％）から検出された。とくに，各

加温を2月5日まで行い，夜間は透光性保温資　　産地株ともM　i　l　d　y　e　l　l　o　w　e　d　g　e

　第1表　産地別株のウイルス病検定結果（1971）
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場内産（フリー）　盛　　　岡　1970　　　4　　　0

二宮B埼玉〃　11　800真岡E　〃　〃　9　900大平B　〃　1958　8　700
宇都宮　〃　197010　gOO二　宮　A　　〃　1969　9　　8　0　0　　？

足利A　〃　1970101000真岡D　〃　〃　8　800粟　　野　　B　栃木農試　　〃　　　9　　　8　　0　　0

西方A栃木・御厨196711　1100？足利C県内？132塁　7　6　0　0　？
都賀B埼玉1▽2暴1010000栃木A栃木・壬生1965　7　700？
真岡A栃木・物部19659　gOO？

？

〃　　B栃木・山前1968　10　10　0　0　？
〃　　C埼　玉1965　7　7　0　0　0
足利　B群　馬1970　4　4　0　0　？”　　　　　D　栃木・足利　　　〃　　　　　7　　　　7　　　0　　　0　　　0

大平A栃木・御厨1958
粟　野　A千　葉1957　10　10　0　0　0
〃　C栃木・粟野？　8　8000〃　　D千　葉1957　9　 9　0　0　0

西方B栃木・御厨1964

都賀A県内？19629　gOOO　　　　～65壬生　A福　島1969 10　10　0　0　0
〃　　B県内？1965　10　10　0　0　0
栃木B栃木・壬生〃　8　8000
鹿沼栃木・楡木197055000

一77一



Viru8（MYE）とMOttlevirus
（M　o）の2種類に重複感染してむり，そのう

ち亀　15慮はさらにCrinkle　virus・

（C　r）との三重感染であつた。なおV　e　i－

nbanding　virus（Vb）につい
ては各産地株ともほとんど検出されなかつた。

　27点中，感染程度が軽症のものは二宮Bほ

か5点，軽～中が二宮Aほか7点，その他はす

べて重症であり，全体の56％を占めた。産地

間では鹿沼，粟野，壬生，西方，都賀などの株

がウイルス病の感染程度が重く，親株導入年次

が古いものほどウイルス病に感染している傾向

を示し，また，導入先別では埼玉からの導入株

が全般に感染程度が軽いようであつた。

　2．ウイルス病感染程度と生育・収量

　1）　露地マルチ栽培の結果

生育，収量は第2表のと診りである。生育は

ウイルス病感染程度が螂いものほど冷う盛で，

生育中の株ぞろいもよい傾向にあつたが，感染

程度の軽い株でもウイルスフ、リー株にはおよぱ

なかつた。鹿沼株，粟野株cなど感染程度が重

いものほど生育は抑制され，越冬期の不時出ら

いが多く，粟野株A，西方株Bでは50％の株

第2表露地マルチ栽培における産地別株の生育と収量（1971）
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が出らいした。レかし，春の開花欝には差が認

められなかつた。ランナーの発生数はフリー株

が非常に多かつたが，その他の各産地株ではウ

イルス病感染程度とランナーの発生数との間に

は一定の傾向が認められなかつた。

　収量は二宮株Aが最も多収で，西方株A，宇

都宮株がこれに次ぎ，フリー株に比較しこれら

は有意にすぐれた。ついで足利株A，二宮株B

都賀株Bで，フリー株と差がなかつたが，感染

程度が重症であつた鹿沼株，粟野株Dむよびc

などは非常に少なく，最高収量を示した二宮株

Aはろ95Kgであつたのに比べて，最低収量の

鹿沼株は．1．2“gにすぎず，両者間には5倍の

開きがあつた。収量は感染程度の軽いものほど

多収の傾向を示したが，上物率や一果重では判

然としなかつた・ただし，フリー株は上物率，

一果重ともに最もすぐれた。

　2）　株冷蔵栽培の結果

　1972年の株冷蔵栽培の結果は第1図のと

おり，前年のウイルス検定結果から宇都宮株

（C　r単独感染のみを使用），真岡株B（C　r

＋M　oの二重感染），鹿沼株（C　r十M　o＋M

Y　Eの三重感染）のウイルス病感染程度が異な

ると思われた産地株とウイルスフリー株を供試

したが，冷蔵時の生育はフリー株がすぐれ，感

染程度の重いものほど劣る傾向があつた。な冷，

入庫時の葉数には差が認められなかつた。定植

後の生育状況（第5表）はフリー株と宇都宮株

がともにおう盛な生育を示したが，真岡株B，

鹿沼株のように重複感染している株では明らか

に劣つた。また，保温後の開花状況は第2図の

ように生育が劣つた真岡株B，鹿沼株が早く，

生育がむう盛であつた宇都宮株やフリー株は遅

　　第3表
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　収量（第4表）についてみると，可販果数は

フリー株と宇都宮株の間には有意差がなかつた

以外は，感染程度が重くなるにつれて有意に減

少した。2月中の収量は真岡株B，鹿沼株の重

複感染株が多く，フリー株は少なかつたが，ろ

月の収量はフリー株と宇都宮株が，4月以降は

フリー株がそれぞれ多収であつた。総収量はウ

イルス病感染が重いものほど減少し，フリー株

に対する収量比は宇都宮株88．7，真岡株B

55．9，鹿沼株58．6％で処理間に有意差を認

めた。また，一果平均重はフリー株て重く，真

岡株B，鹿沼株が少なかつた。くず果数は可販

果数と逆の傾向を示した。

　lV　考　　　　察

わが国降けるイチゴウイノレ轡の感染状況

については，1958年に阿部らが全国各地か

ら収集した品種のうち，アメリカ，福羽，ビク

トリア，ダナーでは全株感染していることを認
　　　　　5）
め，その後近藤は，わが国の西南暖地でウイル

り病株別の定植後における生育推移（1972）
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第4表　り病株別の時期別収量（1972）

処 理 轍 可販果重（9／20株）
果数2月5月4～5月計

　　　　　　　　くず果数
収量比一果重9

ウイルスフリー株

宇　都　宮株
真　岡　株　B
鹿　　沼　　株

510　　577　5，140
484　　557，　5，101

322　　715　1，574
256　　652　1，256

2，977　　6，494　　100．0　　　12．7　　　101
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第2図　開花状況（1972）

ス病がかなりまん延していることを認めている。
　　　　，10）
さらに高井が東日本を中心に収集した品種につ

いて検定した結果，収集したほとんどの品種が

ウイルス病に感染していることを報告し，イチ

ゴウイルス病が全国各地にまん延していること

が明らかにされたo

　一方，栃木県で栽培されているイチゴのウイ
　　　　　　　　　11）
ルス病感染状況は，高井が1965年に県内産

地のうち5か所から収集したダナーについて検

定を行い，検定した29株のうち，26株がウ

イルス病に感染し，感染程度がかなり重いこと

を確認している◎本試験では県内の実態をより

適確には握するため，27産地から親株を収集

して検定を行つたが，高井の結果と同様に，県

内で栽培されているダナーの大部分がウイルス

病に感染してむり，ウイルスの種類も2～ろ種

に沿よび，とくにMi■d　ye■■ow　e
d　g　eとM　o　t　t　l　eは収集したすべての産地

株から検出され，感染程度の重いことが明らか

になつた。これは前述のと諭り，ダナーが1956

年に導入されてから更新がなされず，ウィルス

病を意識して管理されていなかつたためであろ

うQ

　感染程度は産地間，あるいは栽培年数や親株

の導入先などにより大きな差のあることが明ら

かとなり，粟野のように栽培の古い産地や同一

株を長く栽培している産地ほど，感染程度が重

い傾向にある。しかし，導入年次の古い株でも

ウイルス病感染程度の軽いものが存在したこと
は，栽培者が親株の選披！を厳密に行い，弱勢株

の除去をくり返したことにより，ウイルス病感

染程度の軽い株を維持することができた結果と

考えられる。

　つぎに，ウイルス病感染程度と生産力との関

係についてみると，1971年に行つた露地マ

ルチ栽培寿よび1972年の株冷蔵栽培ともに，

感染の重い株ほど生育や収量の低下が著しかつ

た。このことは，栽培管理よりもウイルス病感

染の程度が生育，収量を左右する大きな要因に

なつていることを意味するものと考えられる。

したがつて，従来県内各産地で認められた生育

や生産力低下の現象または産地間の差は，主と

してウイルス病の感染によるものと推察された。

とくに，県内のウイルス病は生産力に与える影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）
響が大きいM　o　t　t　l　e，V　e　i　nbanding

のうち，M　o　t　t　l　eに各産地とも感染してい

ると同時に，2～5種類に重複感染しているこ

とが，生産力低下の主因であろうと考えられる。
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　　V　摘　　　　要

　県内で栽培されているダナーのイチゴウイル

ス病感染状況をは握し，生産力との関係を明ら

かにするために，主要な27産地から親株を収

集し，ウィルス病の検定を行うと同時に，その

生育・収量について露地マルチ寿よび株冷蔵栽

培で検討した。

　1．　収集した株の大部分からウイルス病が検

出され，その種類は2～5種類降よびMottle

とM　i　l　d　y　e1■o　w　e　d　g　eが多く，

C　r　i　n：k　l　eはやや少なかつた。

　2．　ウイルスの感染程度は，産地間で非常に

大きな差があり，その程度が重くなるほど生育

や収量の低下が認められた。
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栃木農試研報姦17（1975）
イチゴのウイルスフリー株利用による生産安定化に関する研究
第1報　産地を異にしたダナーのウイルス病感染と生産力
長
修・大和田常晴
1　緒
自
　栃木県に沿けるダナーの栽培は1956年に
　　15）
始まり，その後順調に増加し，現在約1，ろ00
4αに達し，全国的にも主産県の位置を占めてい
る。しかし，数年前から草勢の低下，ランナー
発生の減少，収量の減少など，県全体として生
産力の低下が指適されるようになつてきた。
　これらの原因については，一般的な栽培技術
に起因するものも認められるが，それだけでは
十分説明しえない生育障害を含んでいるようで
ある・このようなイチゴの生育障害についてわ
　　　　　　　　　　　4，
が国では，1959年川口らによつて報告され
　　　　　　　　　10）
たが，1966年高井はウイルス病による公算
が大きいことを指適した。
　イチゴのウイルス病については，主としてア
メリカ揖びイギリスでは古31）始璽究が行わ
れて蔚り，それらの結果は浅見，西によつて紹
　　　　　　　　　　1）
介され，わが国でも阿部らによつて，大部分の
品種がウイルス病に汚染されていることが報告
されている。しかし，イチゴのウイルス病は，
栽培品種の明確な病徴が現われない場合が多く，
またその検定方法が複雑なことや生産力との関
係が不明であつたため，あまり関心が払われて
　　　　　　　　　　　　　　　　lua13）
いなかつた。しかし，1968年以降高井によ
る本病に関する研究が進むにつれて，その重要
性が明らかになり，また，イチゴ生産の著しい
増加にともなつて，各地で次第に重視されるに
いたつたo
　そこで，筆者らはウイルスフリー株の栽培技
術の確立の必要性を認め，1971年に県内主
要産地の苗を収集し1971〜1972年の2
か年にわたり，ウイルス病感染程度と生産力の
関係を作型を変えて検討した。
　その結果，県内で栽培されているダナーのほ
とんどが2〜5種類のウイルス病に感染し，生
育・収量に大きな影響を与えていることが明ら
かになつたので，ここに報告する，）
　試験の実施にあたり，野菜試験場盛岡支場高
井隆次技官から指標植物の提供や検定方法につ
いてのご指導を得，試験の遂行むよび本稿のと
りまとめにあたつては，加藤昭佐野分場長から
適切な助言と指導をいただいた。ここに厚ぐ謝
意を表する。
　H　試　験　方　法
　1971年は，芳賀郡二宮町ほか27産地で
栽培されているダナーの親株を5月中旬〜6月
上旬に収集し，これらの株から発生した本葉5
〜4枚の子苗を8月24日に採苗し供試した。
ウイルスの検定には1産地約10株を用い，1
月12日に保温した。検定は指標植物（12月
15日保温）にE　M　C（一部U　C−1，バージ
ニアナを併用）を用い，2月下旬〜4月中旬に
ダナーの葉を1株2〜3枚採取し，指標植物に
　　　　　　　　9）
接いだ（小葉接法）。その後，指標植物に寿け
る発病の程度や症状を観察し，ウイルスの感染
　　　　　　　　9）
程度や種類を判定した。なむ，汚染度の判定は
1種のウイルス病に感染しているものを軽，2
種感染を中，5種感染を重としたが，同一産地
でも株間で感染度が異なつている場合には，感
染している株の80％以上が同一感染度である
ものに対しては，それを代表とした。
　生産力の調査は1971年に収集したすべて
の産地の株を供試し，1区14株，5区制で10
月12日に50×50�pの2条に露地に定植し
た。施肥量は三要素とも成分量でa当り2．O　Kg
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